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か」があたった。参加対象は大学生で、定員は 15 名であった。 
 “つばさ”プロジェクトで実施した 2014年と 2016年の回には、それぞれ大学生が
15 名ずつ参加し、教職員も 16名と 9名がサポートに入った。このようにきっちりと
定員は確保された。 





声をかけて 1名が集まった。綱渡りの人集めであった。2017 年は 3 大学（北海道大学、
山形大学、中央大学）から合計 3名と少ない参加者であった。 
2018年は 5大学（北海道大学、帯広畜産大学、青森中央学院大学、山形大学、千葉
大学大学院）から 5 名が、これに加えて 5名の社会人の参加者があった。2019年には
3 大学（北海道大学 2名、千葉大学大学院 2名、慶應義塾大学 1名）から 5名と社会
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なっている。私の直感では、私が考えていること以上のことが平取町で展開されそう
である。私は楽しみながらサポートしていきたいと考えている。 
 
注１ 大学間連携組織「FDネットワーク“つばさ”」については、Webサイト（http:/
/www.yamagata-u.ac.jp/gakumu/tsubasa/index.html、2020年2月26日現在）を参
照のこと。 
注２ 取組「東日本広域の大学間連携による教育の質保証・向上システムの構築」通称
「“つばさ”プロジェクト」はWebサイト（http://www.yamagata-u.ac.jp/gp/t
subasa-p2012/、2020年2月26日現在）を参照のこと。「大地連携ワークショップ」
については、2013年以降毎年年度末に発行している『 “つばさ”プロジェクト
報告書』を参照のこと。 
注３ 「エリアキャンパスもがみ」の設立経緯については、小田隆治著『大学職員の力
を引き出すスタッフ・ディベロップメント』2010、ナカニシヤ出版を参照のこと。
「エリアキャンパスもがみ」の活動については、Webサイト（http://www.yamag
ata-u.ac.jp/gakumu/yam/、2020年2月26日現在）を参照のこと。 
注４ 「フィールド・ラーニング」については、小田隆治・呉屋淳子・橋爪孝夫著「フ
ィールドラーニングは教養教育の新しい教育方法である」山形大学高等教育研究
年報8，38－43、2016を参照のこと。「フィールドワーク：共生の森もがみ」に
ついては、小田隆治・杉原真晃・酒井俊典著「地域の人たちと交流する現地体験
宿泊型授業―山形大学「エリアキャンパスもがみ」の試み」第60回東北・北海道
地区大学一般教育研究会 研究収録：75～78頁、2011を参照のこと。 
